
般
若
経

に
お
け
る
菩
薩

地
と
菩

薩
位

(
小

沢
)

般
若
経

に
お
け
る
菩
薩
地
と
菩
薩
位

小

沢

憲

珠

大
品
系

の
般
若
経

に
は

「過
二声
聞
辟
支
仏
地

入
二菩
薩
位
こ

と

い
う
定
型
文
が
多

い
。
菩
薩
地
は
菩
薩
に
と
っ
て
の
修
行
の
地
で
あ
る

が
、
こ
の
定
型
文
で
は

「
菩
薩
地
」
で
は
な
く

「
菩
薩
位
」
の
語
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
声
聞
辟
支
仏
の
二
地
の
対
応
語
と
し
て
も
、

こ
こ
で

は
菩
薩
位

で
あ
り
、
そ
こ
に
特
別
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。
菩
薩
位
は
大
品
系
が
新
し
く
導
入
し
た
概
念
と
み
ら
れ
る
が
、
菩

薩
地
と
菩
薩
位
と
の
関
係
を
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
し
、

ひ
い
て
は
菩
薩

の
行
位
体
系
解
明
の

一
助
と
し
た
い
。

 
先
ず
小
品
系
般
若
経
に
お
い
て
、
菩
薩
位
と
菩
薩
地
と
の
言
葉
の
所

在
を
み
て
お
き
た
い
。
先
ず

「菩
薩
位
 
b
od
h
i
s
a
t
t
v
a
-
n
i
y
a
m
a
」
で

あ

る
が
、
菩
薩
位
の
内
容
が
何
を
意
味
す
る
か

は
後
述
す

る

こ
と

に
し

て
、

こ
の
語
は
大
品
系
に
は
さ
か
ん
に
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
小
品

系
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
羅
什
訳
の

『
小
品
般
若
』
深
功

恵
品
に
、

菩
薩
行
二般
若
波
羅
蜜
一
能
過
二声
聞
辞
支
仏
地

入
二菩
薩
位

得
二阿
褥
多

羅
三
貌
三
菩
提

(大
正
八

・
五
六
六
b
)

と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
こ
に

一
度
だ
け

「入
菩
薩
位
」
と
出
る
が
、

こ

の
文
は

『
八
千
頚
』
に
も
な
く
、
羅
什
訳
以
外

の
漢
訳
諸
本
に
も
な
い

こ
と
か
ら
、
菩
薩
位
の
語
は
、
大
品
系
に
な

っ
て

一
般
化
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

 
次
に

「
菩
薩
地
 
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
-
b
h
u
m
i
」
で

あ
る
が
、

こ
れ

は

『
小

品
般
若
』
初
品
に
、

 

若
善
男
子
善
女
人
、
欲
レ学
二声
聞
地

当
下
聞
二
是
般
若
波
羅
蜜
一受
持
読
諦

 

如
説
修
行
卸
欲
レ学
二
辟
支
仏
地

当
下
聞
二
是
般
若
波
羅
蜜
一受
持
読
諦
如
説

 

修
行
島
欲
レ学
二
菩
薩
地

当
下
聞
二
是
般
若
波
羅
蜜
一受
持
読
諦
如
説
修
行
上

(大
正
八

・
五
三
七
b
、
w
本
四
三
頁
)

と
あ
り
、

こ
こ
に
声
聞
地
、
辟
支
仏
地
に
対
応
す
る
語
と
し
て
菩
薩
地

が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
語
も

『
小
品
般
若

』
で
は
こ
の
箇
所
だ
け

で
あ
る
。
た
だ
し

「不
退
転

の
菩
薩
地
」
と
い
う
語
は
何
度
か
出

て
く

る
。

こ
れ
は
塔
品

(
大
正
八
・
五
四
二
c
、
w
本
一
二

四
頁
)
と
阿
惟
越
致
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相
品

(大
正
八

五
六
五
b
、
w
本
六
九
〇
頁
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
阿
毘
蹟

致
地
」
「
阿
惟
越
致
地
」
の
語
が

み
ら
れ
、

い
ず

れ
も

「a
vin
iv
arta
-

n
iya
ya
m
 b
h
od
h
i
s
a
t
t
v
a
-
b
h
u
m
a
u
」
と

い
う
原
語
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『
小
品
般
若
』
で
は
、
菩
薩
地
の
思
想
は
も
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
声
聞
地
、
辟
支
仏
地
に
対
応
す
る
の

は
、
仏
地
 (b
u
d
d
h
a
-
b
h
u
m
i
)
 

で
あ
る
。

こ
れ

は
阿
惟
越
致
相
品

の
凡

夫
地
、
声
聞
地
、
辟
支
仏
地
、
如
来
地

の
四
地
説

(大
正
八
・
五
六
四
a
、

W
本
六
六
六
頁
)
に
代
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る

い
は
ま
た
こ
の
仏

地
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
は
、
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
で
あ
る
。
無

樫
煩
悩
品

の

「遠
二
離
声
聞
辟
支
仏
地

近
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提

こ

(大
正
八
・
五
七
四
c
、
w
本
八
二
七
頁
)
、
見
阿
閾
仏
品
の

「
不
レ
堕
二声
聞

辟
支
仏
地

疾
近
二薩
婆
若

必
得
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
こ

(大
正

八

五
七
八
c
、
w
本
八
八

一
頁
)
例
等

の
は
、
『小
品
般
若
』
中
に
は
数

多
く
み
ら

れ
る
。

つ
ま
り
声
聞
地
、
辟
支
仏
地

の
対
応
語

は
、
仏
地

(如
来
地
)
で
あ
り
、

ま
た
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
で
あ

っ
て
、
菩
薩

地
の
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
態
度

は
、
大
品
系
に
も
踏
襲
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
大
品
系
で
は
、
声
聞
地
、
辟

支
仏
地
の
対
応
語
と
し
て
の
菩
薩
位
が
、
仏
地
に
至
る
菩
薩
の
行
位
上

の
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

二

そ
こ
で
大
品
系
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大
品
系
の
般
若
経
で
は
、

周
知
の
よ
う
に
乾
慧
地
に
は
じ
ま
る
十
地
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
乾
慧
地
、
性
地
、

八
人
地
、
見

地
、
薄

地
、
離
欲
地
、
已
作

地
、
辟
支
仏
地
、
菩
薩
地
、
仏
地
の
十
で
あ
る
が
、

こ
の
中
の
第
九
に

菩
薩
地
 
(b
odh
isattv
a-b
h
um
i)
 が
位
置
し
て
い
る
。
し
か
し

こ
の
菩

薩
地
の
語
も
、
大
品
系
に
お
い
て
も
意
外
に
使
用
例
が
少
な
い
こ
と
に

注
目
さ
れ
る
。
大
概
に
お
い
て
は
、
乾
慧
等
の
十
地
の
名
称
を
列
挙
す

る
と
き
に
の
み
菩
薩
地
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の

外
の
使
用
例
を
み
て
み
る
と
、

一
つ
は
先
述
の

『
小
品
般
若
』
初
品
の

『
大
品
般
若
』
相
当
箇
所

(
大
正
八
・
二
一二
四
a
、
D
本
一
二
一二
頁
)
で
あ

り
、

一
つ
は
問
住
品
の

「
過
二
声
聞
辟
支
仏
地

我
当
レ
住
二
菩
薩
地

不
レ
応
レ
住
」
(大
正
八
・
二
七
五
a
、
正
大
紀
要
五
六

・
一
五
四
頁
)
の
文
で

あ
る
。

こ
こ
に
十
地
の
中
以
外
で
、
菩
薩
地
の
語
が
使
わ

れ
て
い
る

が
、

こ
れ
は
極
め
て
め
ず
ら
し
い
使
用
例
で
あ
る
。
三
乗
と
い
う
面
か

ら

「
地
」
に
即
し
て
み
る
な
ら
ば
、
声
聞
地
、
辟
支
仏
地
、
仏
地
で
あ

る
が
、
大
品
系
で
は
こ
の
仏
地
か
ら
菩
薩
地
を
独
立
さ
せ
た
と
も
み
ら

れ
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
菩
薩
地
は
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
使
わ
れ
る

語
の
よ
う
で
あ
る
。

 
そ
れ
で
は
十
地
以
外
の
箇
所
で
、
菩
薩
地
に
代
る
も
の
は
何
か
で
あ

る
。
『
大
品
般
若
』
で
は
、
そ
れ
が

「菩
薩
位
 
b
od
h
isattv
a
-
n
i
y
am
a」

で
あ
り
、

と
き
と
し
て

「
阿
惟
越
致
地
 
av
ibiv
a
rta
niy
a
-b
h
um
i」
で

あ
る
。

と
く
に
声
聞
地
、
辟
支
仏
地
の
対
応
語
と
し
て
は
、
菩
薩
地
よ

り
も
菩
薩
位
が
よ
り
重
要
な
音
心味
を
も

っ
て
く

る
こ
と
に
注
目

さ
れ

般
若
経
に
お
け
る
菩
薩

地
と
菩
薩
位

(
小

沢
)
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般
若
経
に
お
け
る
菩
薩
地
と
菩
薩
位

(小

沢
)

る
。
ま
た
大
品
系
で
は
、
菩
薩
地
の
内
容
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
っ
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

『
大
品
般
若
』
に
お
け
る
菩
薩
位
の
初
出
箇
所
は
、
序
品
の
、

 

復
次
舎
利
弗
、
菩
薩
摩
詞
薩
欲
レ
上
二菩
薩
位
一
 (b
od
hisattva
-n
iy
a
mam

avak
ra
m
it
u
-
k
a
m
e
n
a
)
、

当
レ学
二般
若
波
羅
蜜

欲
下
過
二声
聞
辟
支
仏
地

住
中
阿
惟
越
致
地
ね
当
レ学
二般
若
波
羅
蜜
 
(大
正
八
・
二
一
九
a
、
D
本
二

一
頁
)

に
求
め
ら
れ
る
。

こ
こ
は

『
大
品
般
若
』
が
菩
薩
の
行
位
面
に
最
初
に

ふ
れ
る
箇
所
で
あ
り
、
菩
薩
に
と
っ
て
菩
薩
位
と
阿
惟
越
致
地
と
が
重

要
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
経
典
全
体

か
ら
み
た
場
合
は
、

と
く
に
声
聞
地
、
辟
支
仏
地
に
対
応
す
る
語
と
し

て
は
、
阿
惟
越
致
地
よ
り
も
菩
薩
位

の
方
が
よ
り
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

 
そ
の

一
例
を
深
奥
品
の
文
に
よ
っ
て
示
し
て
お
き
た
い
。

 

菩
薩
摩
詞
薩
行
二般
若
波
羅
蜜

過
二
一
切
声
聞
辟
支
仏
地

入
二菩
薩
位
一
、

漸
漸
得
二阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一
(大
正
八
・
三
四
四
c
)

こ
こ
に
そ
の
典
型
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

つ
ま
り

「
声
聞
辟
支

仏
地
を
過

ぎ
て

(ati
kram
)
、
菩
薩
位
に
入
る

(ava
-
k
ram
)
」
と

い

う

一
つ
の
定
型
文
で
あ
る
。
『
大
品
般
若
』
で
は
こ
の
よ
う

な
定
型
文

に
お
い
て
、
菩
薩
位
の
語
が
数
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で

あ
る
。

こ
れ
は
菩
薩
に
と
っ
て

「
入
菩
薩
位
」
が
、
声
聞
地
、
辟
支
仏

地
と
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
と
の
中
間
に
位
置
す
る
行
位
上
の
重
要
な

通
過
点
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
ま

た
法
称
品

の

「声
聞
人

学
二
般
若
波
羅
蜜

得
二
阿
羅
漢
道

求
二辟
支
仏
道
一人
、
学
二
般
若

波

羅
蜜

得
三
辟
支
仏
道

菩
薩
学
二是
般
若
波
羅
蜜

得
レ
入
二菩
薩
位
こ

(大
正
八
・
二
九
三
b
、
正
大
紀
要
六
四
・
四
三
九
頁
)
に
よ
れ
ば
、

声
聞

の
人
が
阿
羅
漢
道

(arh
attv
a)
を
得
、
辟
支
仏
の
人
が
辟
支
仏
道
 (pra-

tyek
ab
o
d
h
i

)
 を
得
る
の
と
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
が
、
菩

薩
に
と
っ
て
の

「
入
菩
薩
位
」
で
あ
る
。

さ
ら
に

『
大
品
般
若
』
遍
学
品

の
次
の
記
述
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

若
菩
薩
摩
詞
薩
従
二初
発
意
噛
行
二六
波
羅
蜜
一時
、
以
レ智
観
已
、
過
二八
地
一

何
等
八
地
、
乾
慧
地
、
性
地
、
八
人
地
、
見
地
、
薄
地
、
離
欲
地
、
已
弁
地
、

 

辟
支
仏
地
、
直
過
以
二道
種
智

入
二菩
薩
位

(大
正
八

・
三
八

一
a
)

乾
慧
地
等
の
十
地
の
中
、
初
乾
慧
地
か
ら
第
八
辟
支
仏
地
ま
で
を
、
菩

薩
は
道
種
智
に
よ
っ
て
超
過
し
て
、
菩
薩
位
に
入
る
と
さ
れ
る
。
初
乾

慧
地
か
ら
第
八
辟
支
仏
地
ま
で
は
実
質
上
は
声
聞
辟
支
仏
地
を
内
容
と

し
て
い
る
が
、
十
地
の
順
か
ら
み
れ
ば
、
当
然
菩
薩
は
次
の
第
九

の
菩

薩
地
に
入
る
と
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は

「
入
菩
薩

位
」
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は

「
入
菩
薩
位
」
の
方
が
、
「
入
菩

薩
地
」
に
比
べ
て
、
よ
り
重
い
意
味
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
第
九
菩
薩
地
の
内
容
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
な
ろ
う
。三
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そ
こ
で
次
に
は
菩
薩
位
の
語
の
も
つ
意
味
を
明
確
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
菩
薩
の
行
位
上
、
「
入
菩
薩
位
」
と
は
何
か

が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
b
od
h
i
s
a
t
t
v
a
-
n
i
y
a
m
a
 

の
 n
iya
m
a
 は
、

n
iya
m
 
と
い
う
動
詞
の
派
生
語

で
あ
り
、
「決
定
」
の
意
味
を
も

っ

て
い
る
。
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
も
、

こ
の
語
に
は
通
常

「
正
性
離
生
」

の
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
声
聞

で

い
え
ば
見
道
位

で
あ
る
。

b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
-
n
i
y
a
m
a
 

に
対
し
て
は
、
玄
築
訳
の

『
大
般
若
』
は

「
菩

薩
正
性
離
生
」
を
、
竺
法
護
訳

『
光
讃
般
若
』
は

「
寂
然
」
を
、
無
羅

又
訳

『
放
光
般
若
』
は

「菩
薩
位
」
の
訳
語
を
そ
れ
ぞ
れ
当
て

て
い

る
。
語
意

か
ら
は
、
正
し
く
菩
薩
と
し
て
決
定
す
る
位
と
い
う
意
味
に

な
る
。

こ
れ
は
ま
た
般
若
経
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
声
聞
地
、
辟
支
仏

地
と
は
決
定
的
に
異
る
菩
薩
の
位
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

 

こ
の
よ
う
な
意
味
を
も

つ
菩
薩
位
は
、
そ
れ
で
は
菩
薩
の
行
位
上
ど

の
よ
う
な
具
体
的
な
内
容
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
第

一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
菩
薩
位
に
入

っ
た
菩
薩
は
、
無
生

法
忍
と
の
関
係
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
遍
学
品
は
先
述
の
よ

う
に
、
八
地
を
過
ぎ
て
菩
薩
位
に
入
る

と
説

く
が
、

つ
づ

い
て

「
是

八
人
若
智
若
断
是
菩
薩
無
生
法
忍
…
…
辟

支
仏
若
智

若
断
皆
是
菩
薩

無
生
法
忍
、
菩
薩
学
二如
レ
是
声
聞
辟
支
仏
道

以
二道
種
智

入
二菩
薩

位
一」
(大
正
八
・
三
八
一
a
)
と
説
い
て
い
る
。
同
じ
く
遍
学
品

に

「若

不
レ
過
二声
聞
辟
支
仏
地
噛
不
レ能
レ
入
二
菩
薩
位

若
不
レ
入
二
菩
薩
位
一

不
レ
得
二無
生
法
忍
こ

(大
正
八
・
三
八
二
c
)
、六
喩
品
に

「
入
二菩
薩
位
一

已
、
得
二
無
生
法
忍
一」
(大
正
八
・
三
九
〇
b
)
と
い
う
。

い
ず

れ
も
入

菩
薩
位
と
得
無
生
法
忍
と
の
関
係
が
そ

こ
に
み

ら
れ
る
が
、
行
位

の

上
か
ら
、
ど
ち
ら
が
先
か
と
な
る
と
、
入
菩
薩
位
の
の
ち
に
無
生
法
忍

を
得
る
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
無
生
法
忍
を
得
る
た
め
の
条
件

が
、

入
菩
薩
位
で
あ
る
。
ま
た
無
生
法
忍
は
不
退
転
の
菩
薩
の
も

つ
特

性
で
も
あ
る
か
ら
、
菩
薩
位
と
不
退
転
と
の
関
係
も
改
め
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

 
無
生
法
忍
に

つ
い
て
は

『
小
品
般
若
』
に
す

で
に
説
か
れ
て
い
る
。

当
然
な
が
ら

『
小
品
般
若
』
で
は
菩
薩
位
と
の
関
係

は
説

い
て

い
な

い
。
だ
が

『
小
品
般
若
』
深
心
求
菩
提
品
で
は

「
…
…
是

名
二
諸
仏
無

生
法
忍

菩
薩
能
成
二就
如
レ
是
忍
一者
、
当
レ得
レ受
二阿
褥
多
羅
三
貌
三

菩
提
記
一」
(大
正
八
.
 五
七
二
C
、
W
本
七
九
九
頁
)
と
い
い
、
無
生
法
忍

を
得
た
菩
薩
は
、
授
記
を
う
け
る
と
さ
れ
て

い
る
。
『
大
品
般
若
』
で

は
夢
誓
品

(大
正
八

・
三
五
五
b
)
に
相
当
箇
所
が
あ
り
、
『
大
品
般
若
』

に
た
ち
か
え
る
な
ら
ば
、
授
記
を
う
け
る
条
件
と
し
て
の
無
生
法
忍
、

さ
ら
に
無
生
法
忍
を
得
る
条
件
と
し
て
の
菩
薩
位
が
考
慮
さ
れ
る
。

 
行
位
上
の
菩
薩
位
に

つ
い
て
第
二
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
空
観
と
の

関
係
で
あ
る
。
『
大
品
般
若
』
勧
学
品
は
こ
れ
を
十
八
空

と
の
関
係

で

説
く
。

舎
利
弗
問
二須
菩
提

云
何
名
二菩
薩
摩
詞
薩
無
生

須
菩
提
言
、
菩
薩
摩
詞

 

薩
行
二般
若
波
羅
蜜
一時
、
内
空
中
不
レ見
二外
空
一…
…
無
法
有
法
空
中
不
レ

 

見
二有
法
空

舎
利
弗
、
菩
薩
摩
詞
薩
行
二般
若
波
羅
蜜

得
レ
入
二菩
薩
位
一

般
若
経
に
お
け

る
菩
薩
地

と
菩
薩
位

(
小

沢
)

-157-



般
若
経
に
お
け

る
菩
薩
地
と
菩
薩
位

(
小

沢
)

(
大
正
八

・
二
三
三
b
c
、

D
本

一
二
〇

一
頁
)

こ

こ

に
舎

利

弗

が

「
菩

薩

摩

詞

薩

の

無

生

と

は
」

と

質

問

し

て

い

る

が
、

こ

の

「
無

生

」

と

は

「
n
y
a
m
a
」

で

あ

り
、

n
iy
a
m
a
 と

同

義

語

で

あ

る
。

し
た

が

っ
て

こ

れ

は
菩

薩

位

と

は
何

か

と

い
う
質

問

に
外

な

ら

な

い
。

『
大

品

般

若

』

で

は

ま

た
、

十

八
空

は

空

の

異

名

で

あ

る
。

(1
)

ま
た
空
三
昧
の
内
容
も
十
八
空
の
裏
づ
け
を
も

っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

勧
学
品
は
こ
の
よ
う
な
十
八
空
に
よ
る
空
観
の
実
践
に
ょ
っ
て
、
菩
薩

位
に
入
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
六
喩
品

で
は

「菩
薩
善
学
二

内
空

善
学
二外
空

乃
至
善
学
二無
法
有
法
空

於
二
是
諸
空

無
二法

可
レ
住
処

…
…
菩
薩
摩
詞
薩
行
二
如
レ
是
諸
空

能
入
二
菩
薩
位
中
一」

(大
正
八

三
九

一
b
)
と
あ
り
、
や
は
り
十
八
空
と
い
う
空
を
行
ず
る

こ
と
が
、

菩
薩
位
に
入
る
条
件
と
し
て
説
か
れ
る
。

『
大
品
般
若
』
が
、
声
聞
辟
支
仏
地
を
超
え
て
菩
薩
位
に
入
る
と
し

き
り
に
説
く
の
は
、
菩
薩
地
よ
り
も
そ
の
内
容

で
あ
る
菩
薩
位
を
よ
り

重
視
す
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
の
場
合
の
菩
薩
位
は
、
行

位
の
進
展
上
、
声
聞
地
、
辟
支
仏
地
と
は
決
定
的
に
異
る
要
素
が
備
わ

っ
た
位
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
決
定
的
に
異

る
要
素

は
何
か

と
い
え

ば
、

こ
こ
に
い
う
十
八
空
と
い
う
空
観
が
備
わ
る
こ
と
で
あ

る
。
『
小

品
般
若
』

で
も
、
空
三
昧

に
住
す
る
こ
と
は
声
聞
辟
支
仏
地
と
の
決
定

的
な
決
別

の
意
味
を
も
た
せ
て
い
る
。
『大
品
般
若
』
で
は
、
そ

こ
に

菩
薩
位
と
い
う
新
た
な
概
念
を
導
入
し
、
声
聞
辟
支
仏
地
と
は
異
る
行

位
上
の
新
た
な
位
と
し
た
の
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
第
三
に
、
菩
薩
位
が
菩
薩
の
見
道
と
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
遍
学
品
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

 

響
如
二八
人

先
学
二諸
道

然
後
入
二正
位

未
レ得
レ果
而
先
生
二果
道
一
菩

 

薩
亦
如
レ是
、
先
遍
学
二諸
道

然
後
入
二菩
薩
位

亦
未
レ得
二
一
切
種
智
一而

先
生
二金
剛
三
昧

(大
正
八

・
三
八

一
a
)

こ
こ
に
声
聞

と
菩
薩

と
の
比
較

が
み
ら

れ

る
。
八
人
 
(as
t
a
m
a
k
a
-

b
h
u
m
i
)
と
は
、
乾
慧
等
の
十
地
で
い
え
ぱ
第
三

の
八
人
地

で
あ
る
。

こ
の
八
人
地
は
声
聞
の
須
陀
疸
向
、

つ
ま
り
見
道
で
あ
る
。

こ
こ
で
は

正
位
と
い
う
語
に
よ

っ
て
表
わ
さ

れ
て
い
る
。
菩
薩

の
場
合
も
同
様

に
、
菩
薩
位
と
は
声
聞
で
い
う
八
人
地
、

つ
ま
り
菩
薩
の
見
道
に
相
当

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
三
の
八
人
地
が
菩
薩
位
な
の
で
は
な
い
。

菩
薩
は
先
述

の
よ
う
に
、
初
乾
慧
地
か
ら
第
八
辟
支
仏
地
ま
で
の
八
地

を
、
道
種
智
に
よ

っ
て
菩
薩
位
に
入
る
と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の

菩
薩
位
は
第
九
の
菩
薩
地
に
お
け
る
菩
薩
位
で
あ
り
、
見
道
で
あ
る
。

四

『
大
品
般
若
』
に
お
け
る
菩
薩
位
に

つ
い
て
、
以
上
の
三
点
か
ら
行

位
上
に
も
つ
意
味
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
菩
薩
位
と
菩
薩
地
と
の
関
係

に
つ
い
て
さ
ら
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
乾
慧
等

の
十
地
説
に
は
、
確
か

に
そ
の
第
九
に
菩
薩
地
が
位
置
す
る
が
、
実
体

の
な
い
菩
薩
地
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
十
地
は
、
凡
夫
地

(乾
慧
地
、
性
地
)
、
声
聞
地

(
八
人
地
、
見
地
、
薄
地
、
離
欲
地
、
已
作
地
)
、
辟
支
仏

地
、
菩
薩
地
、
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仏
地
の
五
地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
の
声
聞
地
は
、
須
陀
疸

向
、
須
陀
渣
果
、
斯
陀
含
、

阿
那
含
、
阿
羅
漢
と
い
う
次
第
を
お

っ
た

内
容
を
も

っ
て
い
る
。
し
か
し
菩
薩
地
に
は
内
容
の
具
ハ体
性
が
な
く
、

名
称
の
み
が
あ
る
の
で
あ
る
。
経
典
で
は
菩
薩
は
こ
の
十
地
を
具
足
す

る
と
説
く
の
で
あ
る
が
、
乾
慧
等
の
十
地
の
実
質
的
な
内
容
は
、
声
聞

が
阿
羅
漢
果
を
得
る
ま
で
の
声
聞
地
で
あ
り
、
菩
薩

の
十
地
と
は
い
え

な
い
十
地

で
あ
る
。

こ
の
十
地

に
お

い
て
菩
薩

は
、
凡
夫
地
、
声
聞

地
、
辟
支
仏
地
を
、
す
な
わ
ち
初
乾
慧
地
な
い
し
第
八
辟
支
仏
地
を
、

道
種
智
に
よ
っ
て
、
無
生
の
法
 
(
a
n
u
t
p
a
t
t
i
k
a
-
d
h
a
r
m
a
)
 

で
あ

る
と
忍

可
す
る
 (k
santi)
 の
で
あ
る
。

つ
ま
り
前
八
地

は
無
生
法
忍
に
よ
っ

て
超
過
す
る

(ati-
k
ram
)
 地
で
あ
る
。
菩
薩
は
次
第

を
お
っ
て
、
須

陀
沮
、
斯
陀
含
等
の
証
果
を
得
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
菩

薩
に
と
っ
て
は
、
第
九
の
菩
薩
地
こ
そ
が
菩
薩
道
の
根
幹
と
な
る
べ
き

地
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

こ
の
菩
薩
地
に
は
実
体
が
と
も
な
わ
な

い
の
で
あ
る
。
形
式
だ
け
が
整

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
般
若
経
が
菩

薩
地
の
語
を
あ
ま
り
使
用
し
な
い
理
由
も
、

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
う

か
が
え
る
。

 
筆
者
は
か
つ
て
、
第
九
菩
薩
地

の
中

に
、
菩
薩

の
初
発
心
位

が
あ

(2
)

り
、
な
い
し
不
退
転
位
が
あ
る
と
予
測
し
た
。
菩
薩
地
の
中
に
ひ
ろ
が

り
を
も
た
せ
、
菩
薩
の
行
位

の
進
展
を
み
よ
う

と
す

る
の
で
あ
る
。

『大
智
度
論
』
も
実
は
こ
れ
に
似
た
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る

(大
正

二
五

五
八
六
a
b
)
。
『
大
品
般
若
』
自
身

は
表
立

っ
て

こ
の
よ
う
な

説
を
の
べ
て
は
い
な
い
が
、
十
分
に
そ
の
意
図
は
く
み
と
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
考
え
に
立
つ
と
、
乾
慧
等
の
十
地
で
は
、
菩
薩

の
初
発

心
位
は
第
九
地
に
あ
る
か
ら
、
菩
薩
は
第
九
地
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と

い
う
極
め
て
変
則
的
な
十
地
説
と
な
る
。
も
と
も
と
乾
慧
等
の
十
地
説

は
、
菩
薩
に
と

っ
て
は
無
理
の
あ
る
十
地

で
あ

る

が
、
三
乗

を
説

く

『
大
品
般
若
』
の
立
場
か
ら
は
、
乾
慧
等

の
十
地
を
説
く
必
要
が
あ
っ

た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

『
大
品
般
若
』
は
こ
の
外
に
も
十

地
を
説
く
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
菩
薩
地
の
み
を
内
容
と
す
る
十
地
で

あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
般
若
経
は
声
聞
辟
支
仏
に
相
応
す
る
精
神
を
極
度
に
否
定
す
る
が
、

こ
れ
は
行
位
の
上
で
も
菩
薩
に
つ
ね
に
課
せ
ら
れ
る
課
題
で
あ
る
。
般

若
経
が
声
聞
地
、
辟
支
仏
地
の
対
応
語
と
し
て
、
菩
薩
地
で
は
な
く
菩

薩
位
を
用

い
る
の
は
、
菩
薩
地
の
内
容
を
問
う
か
ら
で
あ
る
。
菩
薩
地

と
い
う
場
合
は
、
お
そ
ら
く
初
発
心
も
し
く
は
新
学
の
菩
薩
も
含
ん
で

い
る
。
行
位
の
進
展
上
、
声
聞
辟
支
仏
に
不
共

の
も
の
が
備
わ

っ
て
、

は
じ
め
て
般
若
経
が
目
指
す
菩
薩
た
り
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
菩

薩
地
に
お
け
る
菩
薩
位
の
重
要
性
を
み
る
の
で
あ
る
。
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